
建築士会ＣＰＤ（継続能力開発）の概要 

一般社団法人鳥取県建築士会 

 

 「建築士会ＣＰＤ制度」は、継続的に能力開発を行っている全ての建築技術者の研修実績を「建築

士会」が確認・証明し、社会に明示する制度です。 

 国土交通省及び地方公共団体等において、営繕・建築事業に係る設計・工事監理業務の受注者選定

及び工事に対する総合評価落札方式に際し、建築ＣＰＤ情報提供制度または建築士会ＣＰＤ制度のＣ

ＰＤ実績を評価しています。 

 なお、建築士会ＣＰＤ制度への参加登録によって、自動的に建築ＣＰＤ情報提供制度（ＣＰＤのデ

ータベースは全国一元化）に参加していることになります。（※建築ＣＰＤ情報提供制度に参加でき

るのは、建築士、建築設備士、建築・電気・管工事施工管理技士のみとなります。） 

 

■ＣＰＤ参加から証明書発行までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＣＰＤ制度に係る費用等 

項   目 正会員・資格会員・準会員 会員外 

① 初期登録費 無料 ２，０００円 

② ＣＰＤカード発行費 １，０００円 ２，０００円 

③ データ管理費（毎年） 無料 ３，０００円 

初回（①+②+③） １，０００円 ７，０００円 

２年目以降（③） 無料（※） ３，０００円／年 

④ 証明書発行費 ５００円／１通 ２，０００円／１通 

⑤ 事後申請データ登録費 ５００円／１申請 １，５００円／１申請 

（※）建築士会会費に含まれていますので、２年目以降のデータ管理費は別途発生しません。 

【参 考】 

□建築士会会費（年会費）※平成３０年４月１日改定 

 ○正 会 員（建築士資格をお持ちの方）      １２，０００円 

 ○資格会員（施工管理技士等の建築関係資格をお持ちの方）    １０，０００円 

 ○準 会 員（建築士、建築施工管理技士等を目指す方）    １０，０００円 

ＣＰＤ参加登録申込書に必要経費を添えて建築士会事務局へ持参。 

またはＦＡＸにて送付。（２～3日でＣＰＤ番号を発行） 

※参加申込から概ね2か月後にＣＰＤカード発行 

ＣＰＤ情報システム（参加者用）ＵＲＬまたは建築士会HPより 

認定プログラムの情報を入手 

研修に参加（名簿にＣＰＤ番号・名前を記入）によって単位を取得 

（２～３日でシステムに単位反映） 

ＣＰＤ単位取得証明願に必要経費を添えて建築士会事務局へ持参。 

またはＦＡＸにて送付。（２～５日で証明書交付） 
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